
◎歳出 （単位：千円）

事 業 名 称 金 額

公共交通緊急対策事業 440

防災資機材整備事業 10,897

緊急感染症対応等周知事業 554

2 総 務 費 22,219 市税還付金 10,000

生活困窮者自立支援事業 234

通所型障害福祉サービス利用者支援
給付金事業 2,283

3 民 生 費 107,543 がんばれ大野っ子応援給付金事業 105,026

4 衛 生 費 1,931 健康づくり応援事業 1,696

結の故郷地域振興券事業 127,402

雇用調整助成金申請等手数料補助 2,500

7 商 工 費 220,094 中小企業等事業継続支援給付金 90,192

学校給食指導事務経費 1,319

小学校スクールバス運行経費 3,866

小学校施設営繕事業 5,400

小学校教材備品整備経費 65,935

遠距離通学費補助 334

中学校施設営繕事業 4,800

10 教 育 費 125,277 中学校教材備品整備経費 40,172

合 計 477,064

◎歳入 （単位：千円）

項 名 称 金 額

14 国 庫 支 出 金 233,841 国庫補助金 233,666

15 県 支 出 金 988 県補助金 988

18 繰 入 金 242,235 基金繰入金 242,235

合 計 477,064

令和２年度一般会計補正予算（第３号）の概要

款 補正額
補 正 の 主 な 内 容

摘 要

路線バス、タクシー事業者に車内の衛生環境確保に要する経費
を支援する。

災害の発生に備え、避難所での感染を抑止する資機材を整備す
る。

緊急感染症対応等チラシを新聞折り込みで配布し、市民に周知
する。

新型コロナウイルス感染症の影響による法人市民税予納分の還
付金を増額する。

新型コロナウイルス感染症対策として交付対象が拡大された住
居確保給付金を増額する。

通所型の障害福祉サービスを利用する在宅の障害者に１人当た
り１万円を給付する。

０歳から中学校３年生までの児童を養育している保護者に子ども
１人当たり３万円を給付する。

ウォーキングプログラムを６５歳以上の高齢者に拡充して実施す
る。〔定員：１００人→２００人、活動量計データ読み取り機：各公
民館に設置〕

全世帯に１世帯当たり１万円分の地域振興券を配布する。

国の雇用調整助成金や緊急雇用安定助成金の申請に必要な届
出書類の作成費用を支援する。

事業収入が２０％以上減少している市内事業者で国の持続化給
付金の支給対象とならない事業者に給付金を支給する。
〔中小法人等：２０万円、個人事業者等：１０万円〕

令和２年３月の学校臨時休業に伴いキャンセルした給食用物資
の損失を補償する。

車内が過密となる富田（蕨生）バスを２５人乗りバスから４５人乗
りバスに変更する。

市内小学校の音楽室に空調機を設置する。（小山小、阪谷小）

児童１人に１台、タブレット端末を整備する。

車内が過密となる勝原区児童の通学用タクシーをジャンボタク
シーに変更する。

市内中学校の理科室に空調機を設置する。（尚徳中、和泉中）

生徒１人に１台、タブレット端末を整備する。

款 補正額
補 正 の 主 な 内 容

摘 要

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金 166,031
公立学校情報機器整備費補助金（小学校） 43,830
公立学校情報機器整備費補助金（中学校） 23,805

学校臨時休業対策補助金

財政調整基金繰入金

◎ 今 回 補 正 額           ４７７，０６４千円増  
  令和２年度一般会計累計  ２１，６４５，９２１千円 （対前年度６月補正予算比較 17.0％増） 


